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１ 設置学科等                                            

  （令和２年１１月３０日現在） 

課   程 

 

学 科 名 

 

令 和 ２ 年 度 生 徒 数 

１ 年 ２ 年 ３ 年 

全 日 制 普 通 科 ５０ ４７ ５５ 

 

２ 本校の目指す学校像 
  （１）聡く、明るく、逞しい人材を育成する学校 

     ア 生徒の能力の開発・伸長に努め、学力向上を果たす学校 

イ いじめ等の問題行動がなく、生徒が学校生活に安心と満足感を抱ける学校 

ウ 部活動の充実を図り、生きる力を育みながら生徒の将来の希望を実現できる学校 

エ 当たり前のことが、当たり前にできる前高生を育てる学校 

（２）生徒も職員も生き生きと元気に活動する学校 

（３）地域を大切にし、地域貢献活動や復興支援活動を積極的に行う学校 

 

３ 令和３年度の入学者選抜方法について 
① 令和３年度推薦入学者選抜方法（令和３年１月２７日実施） 

学 科 名 普通科 定  員 ８０名 

募集定員 １０％（８名） 

推薦基準 

 

 

 

 

 

 

 

    次の１～５の条件を満たす者 

１ 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持つ者 

２ 基本的生活習慣が身についている者 

３ 中学校３年間の欠席日数が原則１０日以内の者 

４ 本校への志願理由が明確かつ適切で、入学後も引き続き意欲的な高校生活を送ることができる者 

５ 中学校の部活動において意欲的に活動に取り組み、本校入学後も以下の部活動に所属し、活動する意志

のある者  ただし、当該部活動での活動を義務づけるものではない。 

  〈対象となる部活動〉 

    バドミントン部、硬式野球部、ソフトテニス部、バレーボール部（女子）、 

バスケットボール部、卓球部、吹奏楽部 

   なお、５は応募資格Ａに該当する。 

検査内容 

 

 １ 面接 個人面接(１５分程度) 

 ２ 作文 ４００字以内(３０分) 

選抜方法 

 

 

 

 

 １ 調査書（１００点） 

   「各教科の記録」（１・２・３年の９教科の評定の合計１３５点を１００点に圧縮） 

 ２ 実績（１００点） 

  調査書及び志願理由書に記載されている実績 

 ３ 面接（５０点） 

 ４ 作文（５０点） 

＜合計 ３００点＞  ※合計点をもとに総合的に判断して選抜する。 
一次選考の

有無 
無 

  

②令和３年度入学者選抜方法(令和３年３月９日実施) 

 普通科  定員  ８０人 Ａ選考 Ｂ選考 Ｃ選考 

 各選考方法の割合 定員のすべて － － 

  学力検査と調査書との割合 ５：５ － － 

  小論文・作文・適性検査、傾斜配点の有無 な し － － 

 



４ 特色ある教育活動 
 
確かな学力を身につけるための学習指導 

 本校では普通科として、国語・社会・数学・英語・保健体育・家庭・情報などを学ぶことで、すべての学問の土台

になる確かな学力を身につけ、基礎的・基本的な知識や技

術を習得します。 
 １年生・２年生では、教科や場面に応じて少人数や習熟度

別のクラスを編成し、きめ細かい指導で基礎学力を身につ

け、さらには応用力も磨きます。この２年間で、自分の進路希

望をはっきりさせながら、高等学校の学習を進めます。３年生

では進路別のコースを設定し、進学希望の生徒と就職希望

の生徒が別々のカリキュラムで学習を進め、進路の達成を目

指します。 
 

有為な社会人にふさわしい資質を身につけるための進路

指導 

 本校はキャリア教育に力を入れており、インターンシップなど、自らを高めながら将来を考える教育活動を多く組

み入れています。また、進学・就職どちらの希望についてもきめ細かい進路指導を行い、生徒一人ひとりが進路

目標に向けた取り組みを行います。 

 進学希望者には個別添削指導や課外授業、大学・短大・専門学校等の希望別ガイダンスを行います。また、就

職希望者には定期的にガイダンスを行い、書類作成や礼法の指導、面接練習を丁寧に行います。生徒一人ひと

りの進路目標の実現に向けた指導を実践しています。 

 さらに、進学や就職に有利な資格取得にも１年生から積極的に取り組んでいます。その結果、国公立大学も含

めた進学、就職ともに高い決定率を誇っています。 

 

進 学  就 職 

 令和  

元年度 

平成 

３０年度  

平成 

２９年度 
 令和 

元年度 

平成  

３０年度 

平成 

２９年度  

大   学 ７ ４ ５ 県   内 ９ １７ １９ 

短   大 ２ ３ ２ 県   外 ８ ３ ８ 

専門学校等 １１ １２ １５ 合   計 １７ ２０ ２７ 

合   計 ２０ １９ ２２ 

 

逞しく生きる力を身につけるための生徒会・部活動指導 

 本校では部活動の取り組みも積極的に行っており、運動部・文化部ともに活発に活動しています。特にバドミン

トン部はインターハイや国民体育大会出場など、全国で活躍しています。生徒会活動も活発で復興支援ボランテ

ィア活動「絆の輪プロジェクト」を継続実施しています。 

＜設置している部＞ 

運動部 バドミントン／硬式野球／ソフトテニス／バレーボール／バスケットボール／卓球  

文化部 吹奏楽／美術／総合文化／ＪＲＣ 
 

 

５ 諸経費（１年生 令和２年度実績）  
            
入学金 諸会費 学年費 制服代 教科書 副教材 授業料 合 計(年間)  

 

  

 

5,650 円 43,800 円 

(4,380 円 

  ×10 回) 

男 86,655 円 

女 87,447 円 
(分割納入 

１回目 60,000 円 

２回目男 26,655 円 

女 27,447 円） 

男 34,300 円 

女 57,800 円 

（めやす） 

8,484 円 11,814 円 118,800 円 

(9,900 円

×12 回) 

男 309,503 円 

女 333,795 円 

※その他、修学旅行積立など、年度途中から翌年にかけてかかる費用もあります。 

※制服代、教科書代、副教材費は変更になることがあります。 

※授業料については支援金制度があります。詳しくは「７」を参照してください。 
※2 年次以降は制服代がかかりません。なお 1 年次の学年費には運動着、ズック代等を含みます。 

 

 



 

６  校長からひとこと 

「校長挨拶」  

 本校は、1925 年「前沢町立前沢女子職業専修学校」として旧前沢小学校跡地で産声を上げました。以来、幾

多の変遷を経て、今年で 9５年目を迎える歴史ある学校です。 

 校歌に歌われているとおり、学び舎の窓に仰ぐのは、「寝観音」と称される束稲山。平泉町から眺めると、名前の

とおり稲を束ねて寝かせたような形にしか見えませんが、前沢町内から見ると、山体の左側（北側）が宝冠をつけ

た頭部で、そこから右側（南側）に向かって胸、腹部、御御足と、ゆったりと仰向けに寝ておられる観音様のお姿そ

のままの形です。下の写真とイラスト（前沢町非公認キャラ（笑）『寝観音さま』）を見比べていただくと、「いかに

も！」と思われるのではないでしょうか。 

 旧国道から本校に至る坂道、通称「青春坂」は、大人の歩幅で約６００歩。生徒諸君は、毎朝６００段の階段を昇

って登校していることになります。名前の美しさとは裏腹に、これは相当に辛いです。電動アシストなしの自転車

で、坂の下から校舎まで登り切ることのできる人は、よほどのアスリートです。しかしこの「青春坂」もまた、前高生の

粘り強さや他人への思いやりといった美しい精神を育んでいるのではないでしょうか。その意味で、校訓の「聡く 

明るく 逞しく」と「青春坂」は、不可分のものと考えます。 

 この「青春坂」で鍛え抜かれたバドミントン部は、全国屈指の強豪として知られ、地元はもちろん県内各地から、

「前高でバドミントンがしたい！」という熱い志を持った生徒が毎年数多く入部しています。さらに 40 年以上にわた

って取り組んできた地域ボランティアや福祉活動に加え、東日本大震災以降続けております「前高『絆の輪』復興

支援ボランティア」など、素晴らしい活動を継続しております。これまでの実績が認められ「ボランティアスピリット賞

コミュニティー賞」や「児童生徒実践賞」など、数多くの表彰を受けてきました。 

 ５年後の 100 周年、そしてその後に続く「前高新世紀」に向かって、本校は「小さくてもキラリと光る、存在感のあ

る学校」、「生徒も職員も生き生きと元気に活動する学校」、そして「共に支え合い、励まし合う校風」を基盤とし、さ

まざまな挑戦を続けています。また、生徒一人ひとりに寄り添い、就職にも大学進学にもしっかり対応できる体制を

整えています。 

 「青春坂」の上に建つ青屋根・白壁の校舎と、そこに集う「聡く 明るく 逞しい」生徒諸君。前沢高校は、これか

らも地域とともにある高校として、一層の発展を続けて参ります。 

 

７ 公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ 

（１）平成 26 年度から県立高校の授業料に高等学校等就学支援金制度が導入されました。 

（２）この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりました。 

（３）一定の所得未満とは、保護者等の所得額が 30 万 4200 円未満です。 

（４）手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定ですが、制度 

について詳しくお知りになりたい方は、下記の文部科学省ホームページ「高等学校等就学支 

援金制度（新制度）について」をご覧下さい。 

 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm 

【参考】県立高校授業料・通信制受講料 

全日制（月額）9,900 円定時制（月額）2,700 円通信制（１単位）190 円 
 


